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平成３１・令和元年度は、昨年度に本格的にスタートしたグローバル人材育成の取組が加速し、文

部科学省の新規事業である「WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業」

の共同実施校の指定を今年度から３年間受け、組織を挙げてその理念を共有し、ミッション達成に取

り組んだ。 

教育の柱として、①探究型学習の推進 ②日本の伝統・文化理解教育の充実 ③ダイバーシティ教

育の重視 を掲げ、「総合的な学習の時間」を中心に６年間の系統的な探究学習を一層充実させ、中学

３年の英検取得は４年連続で９０％を超える等、素晴らしい結果を残した。また、５年生が探究学習

で 4000 字の探究論文に学校として初めて挑戦し、西校舎の全教員がアドバイザーとして BYOD を活

用するなどして指導に当たった。次年度はこれを英語論文として完成させる予定である。 

生徒の進路実現においては、10 期生は本校として初めて中入生と高入生が同じホームルームで３年

間を過ごした学年であり、「チーム難関大」の他、各種のチームを生徒が自発的に構成し、自習室の７

to７を活用するなど、生徒が地道に学習に取り組み、国公立大学の実績を大きく伸ばすことができた。

一方難関国公立大学や難関私立大学では、想定に届かず惜しい面もあった。課題を検証し、次年度に

生かしていく必要がある。 

今年度は土曜授業の廃止と４５分７時間授業に教育課程を変更し、平日の活動は慌ただしくなった

が、生徒は真摯に学習に向かい、生活指導面でも大きな課題はなかった。三大行事をはじめとして各

種行事や部活動に積極的に参画した。BYOD の活用が一層進み、CLIL 授業のトライアルも活発に行

われた。海外との交流や国際的な会議への参画等、生徒の活動は幅を広げることができた。フランス・

パリのラフォンテーヌ校とは姉妹校提携を結び、3 月には生徒を研修で現地派遣する予定であったが、

新型コロナウィルスの影響により中３のアメリカ研修旅行と共に中止になったのは残念である。 

中学入試においては、引き続き極めて高い倍率を維持することができたが、高校入試では、高校募

集の停止が見える中で、予想以上に苦戦した。次年度も高校募集が行われることから、継続して高校

入学の魅力を効果的に発信していく必要がある。 

組織の課題としては、働き方改革に向けていち早く改革を行い、月に一度の定時一斉退庁日も実施

した。教育課程の変更により授業時数も増える中で、教職員の健康を守り、働く意欲を向上させる意

味でも、引き続き働き方改革のための効果的な改善を模索していく。 

体罰根絶を始め服務事故を起こさないとの強い姿勢で臨み注意喚起を継続して行い、服務事故を発

生させなかった。いじめの未然防止、早期発見、早期対応に取り組み、小さな芽に組織的に対応する

ことで、大きな課題に発展することはなかった。 

 

今年度の重点的取組と数値目標の結果 

項目 
 

内容 結果 
評

価 

①  

学校 

運営 

ア 

中高一貫教育校の検証結果を踏まえた教

育活動の継承と、都立高校改革推進計画 

新実施計画による改革案を策定する。 

開発部を中心に探究型学習を充実させ

ることができ、高２で個人探究論文を完

成させた。 

A 

イ 
分掌及び学年、教科での年間目標と年度

末の検証を実施する。 

年度末の検証を分掌及び教科で一覧と

してまとめた。 

A 

ウ 

学年中心主義を改め、各分掌、教科会に

おける中高の情報交換の促進と統一した

指導体制を構築する。 

分掌・教科を中心とした組織的・系統的

な指導体制が進んだ。英語を除く教科で

教科会を時間割に入れることができた。 

B 

エ 
募集・広報活動の充実を図るとともに、

円滑な入学選抜等の実施に向けた経営企

組織的な募集・広報活動を行い経営企画

室ともよく連携できた。ミスなく入学者

A 



画室と連携強化する。 選抜を終えることができた。 

オ 
全教諭が年間３回以上の授業見学を実施

し、教科指導力の向上を図る。 

研究授業を活発な行うことができたが、

全員年３回は徹底できていない。 

B 

②  

学習 

指導 

ア 

生徒による授業評価および生徒実態調査

を実施し、これらの結果分析を授業に反

映させ、次年度の教科目標を策定する。 

生徒による授業評価を外部委託により

分析し研修会を実施した。主体的・対話

的で深い学びへのチャレンジが進んだ。 

A 

イ 

教科別指導方法の教科内検討会の実施と

進度の分析を行い、教科指導に関するさ

らなる工夫・改善をおこなう。 

英語を除く教科で時間割に教科会を入

れることができ、教科会を活性化させる

ことができた。 

B 

ウ 
小テスト等の実施により、基礎・基本的

な学習内容の定着を図る。 

各教科とも丁寧な小テストや補講によ

り、基礎・基本の定着を図った。 

A 

エ 
チューターの有効活用と自習室の充実を

図る。 

自習環境を整え７to７の参加者が増加

した。チューターの活用は課題である。 

A 

オ 
学習習慣の定着化を図るために自宅学習

時間の確保を図る。 

自宅学習時間は中学・高校とも昨年より

増加した。 

A 

カ 
英語、漢字、数学などの各種検定に対す

る年間実施計画を策定する。 

いずれの検定も計画的に実施すること

ができ、特に英検に成果があった 

A 

キ 
外部機関との連携やｺﾝｸｰﾙ参加等により、

理数教育の充実を図る。 

ｺﾝｸｰﾙ参加は若干低調であったが、

Leading academy に多数参加した。 

B 

ク 

英語教育推進指定校としての英語教育の

一層の充実を図る。 

中学校・・卒英検準２級９割取得 

CEFR A2 以上 

高１ ８０％ 高２ １００％ 

継続して英語教育の質の向上を図った。

特に高１の伸長が目覚ましい。 

中３ 英検準２級９０．１％ 

CEFR A2 以上 

高１ ９７．９％ 高２ ９７．７％ 

A 

ケ 

外部セミナー等を活用し各教員の学習指

導力の向上とともに、教員相互の授業見

学を年間３回以上実施し、学習指導力の

向上を図る。 

予備校セミナー参加や外部講師を招い

ての研修により授業力向上を図った。授

業見学も増加した。CLIL 授業について

も試行が多く実施された。 

B 

③  

進路 

指導 

ア 

5 教科による勉強合宿を夏季休業日中に

実施し、学力の伸長とともに、大学受験

に向けた意識の啓発を図る。 

勉強合宿を実施すると共に、3 学期に０

学期の意識喚起やチーム難関の発足を

行い、進路意識を高めた。 

A 

イ 

高校生に関しては自己の学力把握のため

の実力テストと模擬試験を計画的に実施

する。また、中学生に対しては学力推移

調査を実施し、学力の定着を図り、その

後の指導に繋げる。 

中学校の学力推移調査及び高校の実力

テスト・模試を計画的に実施できた。そ

の結果と課題の共有として、職員会議で

の報告を定期的に行った。 

B 

ウ 
長期休業中の補講・補習の参加者高校延

べ 7000 人以上。中学延べ 3500 人以上。 

補講・補習の参加者が大幅に増加した中

学延べ 4200 名 高校延べ 8795 名 

A 

エ 国公立大学合格５０名以上。 国公立大学合格５７名 A 

オ 難関国立４大学合格者１０名以上。 難関国公立（含医学部）８名 B 

カ 難関私大合格９０名以上。 難関私大合格 ６９名 C 

キ GMARCH 合格１５０名以上。 GMARCH 合格 １２７名 B 

ク 

卒業生を含む学年検討会・センター検討

会等を４回以上実施し、生徒一人一人に

応じた指導内容の共有化を図り、現役合

格率８０%を確保。 

ケース会議を全教員に参加を求めて実

施した。自発的なチーム編成を含め、一

人一人にきめ細かく対応した。現役合格

率８７％ 

A 

④  

生活 

指導 

 

ア 

あいさつの励行と時間厳守、制服の着こ

なし等の基本的な生活習慣の確立と規範

意識の育成を図る。 

あいさつの励行に、生徒部を中心に組織

的に取り組んだ。改善が見られたが、一

層の組織的指導が求められる。 

B 

イ 行事の充実とともに、実施後の検証を通 生徒が中心に運営する三大行事へと改 A 



して工夫・改善を図る。特に白鷗祭につ

いて企画内容などの改革を行う。 

善を図り意識改革を促した。白鷗祭の内

容がより充実できた。 

ウ 
自主的・自律的な生徒会、委員会活動と

その活性化を図る。 

生徒会を中心に活発な活動ができ、改善

についても意欲的であった。 

B 

エ 

部活動の活性化を図り、中学・高校とも

に、都大会等以上の大会出場に３団体以

上を目指す。 

和太鼓、百人一首、吹奏楽、長唄三味線

の４団体で達成。 

A 

オ 年間皆勤者数、学年平均５５名以上。 年間皆勤者数、学年平均６０名 A 

カ 

いじめの実態把握アンケートを３回行

い、いじめの未然防止、早期発見、早期

対応に資する。 

いじめの実態把握３回実施。いじめ防止

に取り組み、いじめの防止を図った。 

A 

⑤  

募集 

広報 

ア 
校外における説明会や学習塾等への訪問

１５回以上。 

校外における説明会等２２回参加し、中

高とも都立で最高の倍率を達成した。 

A 

イ 中学校説明会参加者 10,000 名以上。 中学説明会参加者 ９，３４８名 B 

ウ 中学校入試倍率 ６倍以上。 中学入試倍率 ６．６８倍 A 

エ 高校説明会参加者 2,000 名以上。 高校説明会参加者 ２，３６５名 A 

オ 高校入試倍率 １．７倍以上。 高校入試倍率 １．３４倍 C 

カ 
ホームページ１００回以上の更新。 ホームページの更新１０４回。昨年より

更新回数がやや低調だった。 

B 

⑥  

健康 

推進 

ア 
生徒の状況把握を行う全体会や生徒理解

研修会を実施する。 

教育相談委員会を中高共に実動化し、相

談体制を確立した。 

A 

イ 
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰによる学年全員面接及び個別

指導の充実を図る。 

全員面接を実施し、相談体制の充実を図

った。 

A 

ウ 健康推進のための講演会を実施する。 講演会を実施し啓発を図った。 A 

⑦  

情報 

活用 

ア 

ＩＣＴ機器を使った授業を推進する。 他校と比較し、ICT を使用する教員の比

率は極めて高い。タブレット端末を総合

的な探究の時間で活用できた。 

B 

イ 

ＢＹＯＤ活用の活性化を図るとともに、

ＩＣＴ機器を活用した教職員の情報共有

化を促進する。 

ＢＹＯＤの活用が進み、探究学習や授業

への導入、朝学習での効果的な活用がで

きた。 

A 

⑧  

ダ イ

バ ー

シ テ

ィ 教

育 

ア 

中学３年時の海外研修旅行の改善、高校

生のシンガポール修学旅行開始、オース

トラリア研修旅行の改善等、海外交流事

業の活性化を図る。 

高校修学旅行はシンガポール大学で

のプレゼン等成果があった。オースト

ラリア研修は STEM 教育に特化でき

た。中３米国研修旅行は中止。 

A 

イ 

国際社会で活躍する人材を育成するため

に次世代リーダー育成事業等を活用し留

学の推進を図る。 

次世代育成道場により８名が留学。海

外進学のセミナー等も開催した。 

A 

ウ 
フランスとの姉妹校交流の開始等、積極

的な留学生の受け入れを行う。 

フランス、ラフォンテーヌ校と姉妹校

提携。パリ研修旅行は中止。 

A 

エ 

日本の伝統と文化理解教育を地域研究に

発展させる方策を検討する。 

探究学習「上野・浅草学」を「総合的

な探究（学習）の時間」の中１と高１

において実施した。 

B 

オ 
オリンピック・パラリンピック教育の充

実を図る。 

オリンピック・パラリンピックアワー

ド校として教育の充実を図った。 

B 

⑨  

経営 

企 画

室 

ア 適正な予算執行及び経営計画に基づいた

予算計画を策定する。 

適正な予算執行を行った。学校執行率が

やや高いのはやむをえない。 

B 

イ 

行政系職員と教員系職員の連携を強化

し、円滑な教育活動の推進を図り、経営

参画の充実を図る。 

連携の強化を図った。２校分で業務多忙

であるが、経営参画の視点でさまざまな

改善を行うことができた。 

A 

 



 

主な目標項目と数値目標の実績 

項目 目 標 対 象 ３０年度実績 ３１年度目標 ３１年度実績 

①  自宅学習時間 
中学生 １時間２９分 ２時間 １時間３５分 

高校生 ２時間３３分 ２時間３０分 ２時間４０分 

②  進路決定 

国公立大・私立難関大

（早・慶・上・理） 

合格者数 

国公立４５名 

難関私大６０名 

GMARCH１３５

名 

国公立５０名 

難関私大９０名 

GMARCH１４０名 

国公立５７名 

難関私大６９名 

GMARCH１２７名 

難関国公立大学合格者 ８名 １０名 ８名 

③  
夏期講習 

参加者 

中学生 延べ３，６４５名 延べ３，５００名 延べ４，２００名 

高校生 延べ６，２６０名 延べ７，０００名 延べ８，７９５名 

④  皆勤者数 
中学、高校学年平均 学年平均５３名 

 

平均５５名 

(１～６年) 

学年平均６０名 

 

⑤  
説明会等 

参加者 

中学校 １０，９２６名 １０，０００名  ９，３４８名 

高校 １，９３７名  ２，０００名  ２，３６５名 

⑥  一般入選倍率 
中学校 ７．１７倍 ６倍  ６．６８倍 

高校 １．６５倍 １．７倍  １．３４倍 

⑦  英語力向上 

中学校 英検準２級以上 

９８％ 

英検準２級以上 

９割 

英検準２級以上 

９０．１％ 

高校 高１ ＧＴＥＣ 

平均 ５１２．６ 

高２ ＧＴＥＣ 

平均 ５５１．３ 

CEFR A2 以上 

高１ ８０％ 

高２ １００％ 

CEFR A2 以上 

高１ ９７．９％ 

高２ ９７．７％ 

 

 


